








 - 21 - 
 



























来時の 3 種類を設定する(1)。本稿ではこれに従い、議論を進める。この 2 種類のテン
ス形式は具体的な述語や時の副詞など、他の要素により 3種類の時の指定がなされる。
これを具体例により示すと次のようになる。 










(2)a.   ×  ｜ 
        見る   ST（=speech time（発話時）） 
「見る」という活動が発話時から見て、過去に起こったことを表す。これに対して (2b)
は同じ動詞が含まれているが、非過去形になっており、未来時を表す。 
(2)b.       ｜  × 





(2)c.       ｜   
              ST = いる 
(2)d.       ｜   
              ST いる 
(1c, d)と同じように述語が本質的に状態を表す形容詞や形容動詞の場合も発話時（ = 
(2e)）と未来時（ = (2f)）を示すことができる。 
(2)e.       ｜   
              ST = 忙しい 
(2)f.       ｜   



































Since the modifier is a sentence, it can take the plain non-past or plain past form in 
either the affirmative or negative. (Japanese for College Students, p.118) 




















従属節     ｜   
主節       ｜   


























(Japanese for College Students, p.53) 
b. 文全体のテンスは主節の動詞の形により決まる。 
c. 主節のテンスは発話時をもとに解釈される。(Japanese for College Students, 
p.53) 
d. 可能な組み合わせ (Japanese for College Students, p.53) 
S1 [・・・V1-る] -とき、S2[・・・V2-ます]。(S1 = S2,  S1←S2) 
S1 [・・・V1-た] -とき、S2 [・・・V2-ます]。(S1→S2) 
S1[・・・V1-る] -とき、S2 [・・・V2-ました]。(S1 = S2,  S1←S2) 
S1 [・・・V1-た] -とき、S2 [・・・V2-ました]。(S1→S2) 
e. S1が状態述語である場合、常に非過去形を取る。この場合、S1は S2の時点に
おける状態を表すので、主節と従属節の時間的な関係は S1=S2であり、前後関





a. この辞書は日本へ行く時買いました。 （『中級の日本語』, p.127） 
b. この辞書は日本へ行った時買いました。（『中級の日本語』, p.127） 




(10) (8d)の例文 (Japanese for College Students, p.54) 
a. S1[・・・V1-る] -とき、S2[・・・V2-ます]。(S1 = S2, S1←S2) 
1) 来月北海道へ行くとき、船で行きます。 (S1=S2) 
2) 出かけるとき、げんかんにかぎをかけてください。 (S1←S2) 
b. S1[・・・V1-た] -とき、S2[・・・V2-ます]。(S1→S2) 
1) 駅に着いたとき、電話してください。(3)  (S1→S2)   
2) 来月北海道へ行ったとき、友だちに会います。 (S1→S2) 
c. S1[・・・V1-る] -とき、S2[・・・V2-ました]。(S1 = S2, S1←S2) 
1) 北海道へ行くとき、船で行きました。 (S1=S2) 
2) リーさんはねるとき、めざまし時計をかけました。 (S1←S2) 
d. S1[・・・V1-た] -とき、S2[・・・V2-ました]。(S1→S2) 
1) 夏休みに国に帰ったとき、アルバイトをしました。 (S1→S2) 
2) 北海道へ行ったとき、友だちに会いました。 (S1→S2) 
(8e)は従属節が状態述語を持つケースである。例は次のとおりである。 
(11) (8e)の例文 (Japanese for College Students, p.54) 
a. いそがしいとき、テレビを見ませんでした。  (S1=S2) 


























従属節         × 
主節      ×   
b. 従属節＝非過去形（同時） 
従属節     × 
主節       ×  
c. 従属節＝過去形（＝従属節完了） 
従属節   × 
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(13)a. 従属節＝非過去形（＝従属節未完了） 
従属節 ｜   × 
主節       ｜×    
b. 従属節＝非過去形（＝従属節未完了） 
従属節     × ｜   
主節   × ｜    
c. 従属節＝非過去形（＝従属節未完了） 
従属節 ｜  × 
主節    × ｜    
d. 従属節＝非過去形（同時） 
従属節 ｜ × 
主節       ｜ ×    
e. 従属節＝非過去形（同時） 
従属節   × ｜  
主節    ×  ｜     
f. 従属節＝過去形（＝従属節完了） 
従属節    ｜× 
主節       ｜   ×    
g. 従属節＝過去形（＝従属節完了） 
従属節  × ｜  
主節     × ｜     
h. 従属節＝過去形（＝従属節完了） 
従属節   × ｜ 
主節       ｜   ×    
(13a) - (13c)は全て従属節が非過去形であり、従属節の時点が主節の時点よりも先にな
っている。(13a)と(13b)には次のような例があった。 
(14)a. 出かけるとき、げんかんにかぎをかけてください。(= (10a2)) 








(14)d. 来月北海道へ行くとき、船で行きます。 (= (10a1)) 
e. 北海道へ行くとき、船で行きました。 (= (10c1)) 
(13f, g)は両方とも従属節に過去形を含む例である。この場合も主節は非過去形と過去
形が可能である。 
(14)f. 駅に着いたとき、電話してください。 (= (10b1)) 






(15)a. S1 = 非過去形、S2 = 非過去形 （S1 = 従属節、S2 =主節）（(10a)の組み合わせ） 
従属節 ｜× × 
主節       ｜×    
b. S1 = 非過去形、S2 = 過去形 （(10c)の組み合わせ） 
従属節 × ×｜    
主節   ×   ｜ 
c. S1 = 過去形、S2 = 非過去形 （(10b)の組み合わせ） 
従属節 ｜× 
主節       ｜   × 
d. S1 = 過去形、S2 = 過去形 （ (10d)の組み合わせ） 
従属節  × ｜ 















(16)a. S1 = 非過去形、S2 = 非過去形 （再録 = (15a)） 
従属節 ｜× × 
主節       ｜×    
b. S1 = 非過去形、S2 = 過去形 （(15b)に(14c)を加えた時の関係） 
従属節 × ×  ｜× 
主節   ×   ｜ 
c. S1 = 過去形、S2 = 非過去形 （(15c)に(14h)を加えた時の関係） 
従属節   × ｜× 
主節       ｜   × 
d. S1 = 過去形、S2 = 過去形 （再録 = (15d)） 
従属節  × ｜ 



























a. S1 = 非過去形、S2 = 非過去形  
従属節 ｜ ××× 
主節       ｜  ×    
b. S1 = 非過去形、S2 = 過去形  
従属節 × ×  ｜ × 
主節   ×   ｜ 
c. S1 = 過去形、S2 = 非過去形 
従属節   × ｜× 
主節       ｜   × 
d. S1 = 過去形、S2 = 過去形  
従属節  ×××  ｜ 

















































































a. 従属節  ｜  × 
主節       ｜×    
b. 従属節 ｜× 
主節       ｜   ×    
c. 従属節 ｜ × 








a. 今度会うときに、お金を返します。 (S1→S2) 
従属節 ｜×  
主節       ｜   ×    
b. 海外旅行に行くとき、パスポートを取ります。 (S1←S2) 
従属節  ｜  × 
主節       ｜×    
c. 来月北海道へ行くとき、船で行きます。 (S1=S2) (= 10a1) 
従属節 ｜ × 
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